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経営者を応援する実務情報をお届けします

Asahi News

発行：朝日信用金庫 お客さまサポート部

　2023 年 10 月 1日から、消費税の「適格請求書等
保存方式（インボイス制度）」が導入されます。消費
税法上、仕入税額控除の適用を受けるには、帳簿や
請求書などの保存が求められますが、この請求書等
が、「インボイス」というものに変更されることになります。
　インボイスとは、「売り手が買い手に対して、正確な
適用税率や消費税額等を伝えるためのもの」と捉えて
ください。
　インボイス制度の特徴は、次のとおりです。
・インボイスの交付は、税務署長の登録を受けた適格
請求書発行事業者のみ。

・登録を受けられるのは、消費税の課税事業者のみ。
・適格請求書発行事業者には、適格請求書の交付
義務や写しを保存する義務が課される。

・【インボイスを交付する側】現状の請求書（区分記
載請求書）に加えて一定の記載が必要。

・【インボイスの交付を受ける側】要件を満たす帳簿や
請求書等の保存が仕入税額控除の要件となる。
　本制度開始に先立ち、2021 年 10 月 1 日よりインボ
イスを交付する事業者となるための「適格請求書発行
事業者」の事前登録申請がスタートしていますので、
本号では、制度のポイントを3 つ紹介いたします。
ポイント 1　適格請求書発行事業者の登録を受ける
かどうかの判断が、消費税の「課税事業者」と「免
税事業者」とで異なることです。
＜課税事業者の場合＞
　2023 年 10 月 1 日になると自動的に適格請求書発
行事業者になるわけではありません。申請書を提出し、
登録を受ける必要があります。2023 年 10 月 1 日から
適格請求書発行事業者になるには、原則、2023 年

3月31日までに登録申請書を提出する必要があります。
＜免税事業者の場合＞
　適格請求書発行事業者の登録は任意です。ただ
し、登録を受けない場合はインボイスの交付ができま
せんので、取引先が仕入税額控除の適用を受けられ
なくなります（下記「ポイント3」参照）。この点を重視
すると登録が望ましいといえますが、登録を受けると、
免税事業者でも課税事業者を選択することになります
ので、以後、消費税の申告が必要となります。一方で、
顧客が消費者のみである場合は、登録しなくても差し
支えないものとも思われます。
ポイント 2　【インボイスを交付する側】として、現在
の請求書に一定事項が追加されることです。
　様式は自由ですが、登録をすると通知される「登
録番号」、「適用税率」、「消費税額等」を明記しな
ければなりません。適格請求書発行事業者になる場
合は、現在の請求書フォーマットを変更する必要があ
りますのでご注意ください。
ポイント 3　【インボイスの交付を受ける側】として、
取引先が適格請求書発行事業者かどうかで、仕入
税額控除の適用を受けられるかどうかが変わってくるこ
とです。
　もし、取引先が適格請求書発行事業者の登録を受
けていない場合、その取引先が交付する請求書では
仕入税額控除の適用を受けられないことになります。
取引先が個人か法人か、業種業態などの違いにより、
適格請求書発行事業者になるかどうか判断が異なる
こととなり、そのことが自社の消費税額に大きく影響す
るケースが考えられます。したがって、取引先の登録
状況を確認し、対応を検討する必要があるでしょう。

インボイス制度で対応を進めるべき3つのポイント



　企業のマーケティングを支援する会社は多く存
在し、市場データを小売業の購買履歴から推計し
て提供するなど、独自の強みを持つ様々な会社が
あります。
　こうしたマーケティング支援の中で「味を測る機
械」である味覚センサ等を用いたデータベースを
武器に支援を展開しているのが、今回ご紹介する
株式会社味香り戦略研究所（社長：小柳道啓
氏、本社：中央区新川、資本金：11,975 万円、
従業員：20 名）です。食品の味を分析する味覚
分析、においに関する定量・定性分析、官能評
価型分析に基づく、食にまつわるマーケティング支
援が同社の専門分野です。
(1) 社内ベンチャーからスピンアウト
　年賀状の名入れ印刷でトップシェアを持つ総合
商研株式会社の社内ベンチャーの新規事業として
スタートしたのが当社の始まりで
す。後に社長となる小柳氏は当
初、別事業の検討に向けて各種
業界の勉強会などに顔を出して
いたのですが、ある勉強会で出
会ったのが、アンリツ株式会社の
研究所と共同で味覚センサを開
発していた九州大学の都甲潔教授でした。ちょう
ど、アンリツ株式会社から味覚センサ事業を引き継
いだ株式会社インテリジェントセンサーテクノロジー
が立ち上がり、味覚センサの機械が完成した時期
と重なります。
　小柳氏は、その機械を活用して味覚のデータ
ベースを作り、 総合商研株式会社の印刷関連事
業でつながりのある小売業向けに、印刷等の提案
だけでなく味覚マーケティングデータの提供をする
などしてビジネスの幅を広げることに成功しました。

この成功をも
とに同 氏 が
2004 年に起
業したのが株
式会社味香
り戦略研究
所です。
　当 社 の 強
みは、長年培った 10 万件のデータベースを基に、
味覚センサが出す数値の意味を解釈できる点で
す。味覚センサを利用していても、それから得られ
る様々な数値の意味を的確に把握できる企業は少
数にとどまっている現状に対し、当社は味覚関連
の数値をマーケティングに活用できるデータに変換
するという「分析の肝」を担っているといえます。
　現在は、地方自治体からの依頼で「しまね和

牛」の味覚の特徴を調べるような、
地方創生関連の案件にも取り組ん
でいます。また、伊藤忠商事株式
会社と組んで「FOODATA」とい
う「商品企画・開発の DX」を目
指した取組みも始まっています。
(2) 豊富なサービスとレポート

　当社のサービスの中に、味覚センサを活用した
「食卓トレンド予報」というものがあります。味噌を
取り上げたケースでは、「味噌汁に何をチョイ足し
すると合うのか」が掲載されています。玄米茶と
合わせると素材感が増す、コーンクリームを加える
とうま味の余韻が増すなど、意外な結果が数値に
より「見える化」されています。
　また、セミナーなども開催しており、「味覚レベル
アップ講座」や「味香り入門講座」など当社の
データベースを活用するためのオリジナルの教育コ
ンテンツも展開しています。
　味覚、においや食感など、食に関する五感デー
タの DX を進めるリーディングカンパニーとして、当
社の今後の成長が期待されます。

注
目企業　情報

10万件超の味覚データ等で「食の五感」のDXを進める先進企業

　科学分析による食品のおいしさの数値化を探
求、商品開発、マーケット開発、販売戦略をご支
援いたします。

社長から読者の皆様へ…

～株式会社味香り戦略研究所（日本橋支店お取引先）

（アップスマート㈱代表取締役 中小企業診断士 西村 公志）▲味覚センサを取扱うLABO

▲しまね和牛の分析を活用したパンフレット



中小企業の成長戦略

電子帳簿保存のメリットと進め方

（税理士法人新宿総合会計事務所　税理士・中小企業診断士　藤本江里子）
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※https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikaishaku/sonota
　/jirei/pdf/0021005-038.pdf参照

出所：国税庁ホームページより作成



今後、紙面の内容等につきまして、ご意見・ご要望がございましたら、ご遠慮なくお申しつけください。 Asahi Newsのバックナンバーが
当金庫ホームページ（https ://www.asahi -shinkin .co . jp/hoj in/asahinews.html）からご覧いただけます。
朝日信用金庫　お客さまサポート部　電話 03-3862-0668                  　　　 2021.12月発行　企画・編集／株式会社銀行研修社
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